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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年3月24日(2016.3.24)

【公表番号】特表2015-518404(P2015-518404A)
【公表日】平成27年7月2日(2015.7.2)
【年通号数】公開・登録公報2015-042
【出願番号】特願2015-509080(P2015-509080)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ   1/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ  25/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ   25/00     ５３０　
   Ａ６１Ｍ    1/14     ５９０　
   Ａ６１Ｍ   25/00     ５３４　
   Ａ６１Ｍ   25/14     ５１６　

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月4日(2016.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の脈管内に留置されるカテーテルであって、
　近位端部と遠位端部とを有する細長いカテーテル本体であって、このカテーテル本体は
第１のルーメンと第２のルーメンとを有するものである、前記カテーテル本体を有し、
　前記第１のルーメンと前記第２のルーメンはそれぞれ、前記カテーテル本体の前記遠位
端部に、前記カテーテル本体の対向する側部に設けられた孔部で終端して前記孔部内を流
れる流体を偏向させる湾曲した内壁を有するものであり、前記第１のルーメンおよび前記
第２のルーメンの前記遠位端部は互いに水溶性の接着剤で接着されているものである、
　カテーテル。
【請求項２】
　請求項１記載のカテーテルにおいて、前記第１のルーメンの遠位端部は前記第２のルー
メンの遠位端部を越えて延長するものであるカテーテル。
【請求項３】
　請求項２記載のカテーテルにおいて、前記第１のルーメンの前記遠位端部は前記第２の
ルーメンの前記遠位端部を約２ｃｍ～約３ｃｍ越えて延長するものであるカテーテル。
【請求項４】
　請求項１記載のカテーテルにおいて、前記第１のルーメンおよび前記第２のルーメンは
同一の長さであり、前記孔部は互いに隣接しているものであるカテーテル。
【請求項５】
　請求項１記載のカテーテルにおいて、前記第１のルーメンと前記第２のルーメンのうち
の少なくとも１つは少なくとも１つの開口部を有するものであるカテーテル。
【請求項６】
　請求項５記載のカテーテルにおいて、前記少なくとも１つの開口部は側穴部であるカテ
ーテル。
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【請求項７】
　請求項１記載のカテーテルにおいて、前記カテーテルの少なくとも一部分は渦巻状にね
じれており、それにより、前記カテーテル内を流れる流体をさらに偏向させるものである
カテーテル。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１つに記載のカテーテルであって、
　近位端部と遠位端部とを有する細長いカテーテル本体を有し、このカテーテル本体は、
　　前記カテーテルの前記遠位端部に吸入孔部を形成する第１の湾曲した内壁を有する第
１のルーメンであって、当該第１の内壁は前記吸入孔部内を流れる流体を偏向させるもの
である、前記第１のルーメンと、
　　前記カテーテルの前記遠位端部に出口孔を形成する第２の湾曲した内壁を有する第２
のルーメンであって、当該第２の内壁は前記出口孔内を流れる流体を偏向させるものであ
る、前記第２のルーメンと、
　　前記カテーテル本体の内部の少なくとも一部分を通って長手方向に伸び、前記カテー
テル本体の内部を前記１のルーメンと前記第２のルーメンとに分割する隔壁であって、前
記吸入孔部および前記出口孔を越えて延長しないものである、前記隔壁と
　を有するものである、
　カテーテル。
【請求項９】
　患者の脈管内に留置されるカテーテルであって、
　近位端部と遠位端部とを有する細長いカテーテル本体を有し、このカテーテル本体は、
　　前記カテーテルの前記遠位端部に吸入孔部を形成する第１の湾曲した内壁を有する第
１のルーメンであって、当該第１の内壁は前記吸入孔部内を流れる流体を偏向させるもの
である、前記第１のルーメンと、
　　前記カテーテルの前記遠位端部に出口孔を形成する第２の湾曲した内壁を有する第２
のルーメンであって、当該第２の内壁は前記出口孔内を流れる流体を偏向させるものであ
る、前記第２のルーメンと、
　　前記カテーテル本体の内部の少なくとも一部分を通って長手方向に伸び、前記カテー
テル本体の内部を前記１のルーメンと前記第２のルーメンとに分割する隔壁であって、前
記吸入孔部および前記出口孔を越えて延長しないものである、前記隔壁と
　を有するものである、
　カテーテル。
【請求項１０】
　請求項８または９記載のカテーテルにおいて、前記第１のルーメンの前記遠位端部は前
記第２のルーメンの前記遠位端部を越えて延長するものであるカテーテル。
【請求項１１】
　請求項１０記載のカテーテルにおいて、前記第１のルーメンの前記遠位端部は前記第２
のルーメンの前記遠位端部を約２ｃｍ～約３ｃｍ越えて延長するものであるカテーテル。
【請求項１２】
　請求項８または９記載のカテーテルにおいて、前記第１のルーメンと前記第２のルーメ
ンは同一の長さであり、前記吸入孔部と前記出口孔は互いに隣接しているものであるカテ
ーテル。
【請求項１３】
　請求項８または９記載のカテーテルにおいて、前記第１のルーメンと前記第２のルーメ
ンのうちの少なくとも１つは少なくとも１つの開口部を有するものであるカテーテル。
【請求項１４】
　請求項１３記載のカテーテルにおいて、前記少なくとも１つの開口部は側穴部であるカ
テーテル。
【請求項１５】
　請求項８または９記載のカテーテルにおいて、前記カテーテルの少なくとも一部分は渦
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巻状にねじれており、それにより、前記カテーテル内を流れる流体をさらに偏向させるも
のであるカテーテル。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　流出と流入の両方で側部孔を用いるデュアルルーメン・カテーテルがある。その一例が
、Ｃｒｕｚらに付与された米国特許第５，５７１，０９３号に開示されたカテーテルであ
る。しかし、そのようなカテーテルは、デュアルルーメン・カテーテルによる血液透析に
関する問題、たとえばカテーテルの孔部の高い閉塞発生率ならびにある程度の跳ね返りを
完全に解決しているわけではない。さらに、流量が高い場合は特に、静脈からカテーテル
に入る血流の急な方向転換によって赤血球が傷つき損壊することがある。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
　（特許文献）
　　（特許文献１）　米国特許第０，２５６，５９０号明細書
　　（特許文献２）　米国特許第０，２７２，６５１号明細書
　　（特許文献３）　米国特許第０，７０１，０７５号明細書
　　（特許文献４）　米国特許第２，１７５，７２６号明細書
　　（特許文献５）　米国特許第２，８１９，７１８号明細書
　　（特許文献６）　米国特許第３，６３４，９２４号明細書
　　（特許文献７）　米国特許第４，０７２，１４６号明細書
　　（特許文献８）　米国特許第４，０９８，２７５号明細書
　　（特許文献９）　米国特許第４，１３４，４０２号明細書
　　（特許文献１０）　米国特許第４，１８０，０６８号明細書
　　（特許文献１１）　米国特許第４，４０３，９８３号明細書
　　（特許文献１２）　米国特許第４，４０６，６５６号明細書
　　（特許文献１３）　米国特許第４，４５１，２５２号明細書
　　（特許文献１４）　米国特許第４，５４３，０８７号明細書
　　（特許文献１５）　米国特許第４，５６８，３２９号明細書
　　（特許文献１６）　米国特許第４，５８３，９６８号明細書
　　（特許文献１７）　米国特許第４，６１９，６４３号明細書
　　（特許文献１８）　米国特許第４，６９２，１４１号明細書
　　（特許文献１９）　米国特許第５，２２１，２５５号明細書
　　（特許文献２０）　米国特許第５，３４８，５３６号明細書
　　（特許文献２１）　米国特許第５，３７８，２３０号明細書
　　（特許文献２２）　米国特許第５，３８０，２７６号明細書
　　（特許文献２３）　米国特許第５，３９５，３１６号明細書
　　（特許文献２４）　米国特許第５，４０３，２９１号明細書
　　（特許文献２５）　米国特許第５，４０５，３４１号明細書
　　（特許文献２６）　米国特許第５，５７１，０９３号明細書
　　（特許文献２７）　米国特許第６，００１，０７９号明細書
　　（特許文献２８）　米国特許第６，１９０，３４９号明細書
　　（特許文献２９）　米国特許第６，４０９，７００号明細書
　　（特許文献３０）　米国特許第６，４６１，３２１号明細書
　　（特許文献３１）　米国特許第６，７１９，７４９号明細書
　　（特許文献３２）　米国特許第６，７５８，８３６号明細書
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　　（特許文献３３）　米国特許第６，７８６，８８４号明細書
　　（特許文献３４）　米国特許第７，１４１，０３５号明細書
　　（特許文献３５）　米国特許第７，５６９，０２９号明細書
　　（特許文献３６）　米国特許第６，６２０，１３９号明細書
　　（特許文献３７）　米国特許第５，４６４，３９８号明細書
　　（特許文献３８）　米国特許出願公開第２００３／０１４４６２３号明細書
　　（特許文献３９）　米国特許出願公開第２００４／０１６７４６３号明細書
　　（特許文献４０）　米国特許出願公開第２００５／０２２８３３９号明細書
　　（特許文献４１）　カナダ国特許出願公開第１０９２９２７号明細書
　　（特許文献４２）　カナダ国特許出願公開第１１５０１２２号明細書
　（非特許文献）
　　（非特許文献１）　Ｄｒ．Ｓｖｅｎ　Ｉｖａｒ　Ｓｅｌｄｉｎｇｅｒ　ＭＤ　＠　Ｃ
ｏｎｇｒｅｓｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｎｏｒｔｈｅｒｎ　Ａｓｓｏｃ．ｏｆ　Ｍｅｄｉｃａｌ
　Ｒａｄｉｏｌｏｇｙ　ａｔ　Ｈｅｌｓｉｎｋｉ　ｉｎ　Ｊｕｎｅ　１９５２
　　（非特許文献２）　Ｄｒ．Ｓｈａｌｄｏｎ-１９６１　ｅｄｉｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｔｈ
ｅ　Ｌａｎｃｅｔ　ａｔ　Ｐｇｓ．８５７－８５９
　　（非特許文献３）　Ｄｒ．Ｕｌｄａｌｌ-Ｄｉａｌｙｓｉｓ　&　Ｔｒａｎｓｐｌａｎ
ａｔｉｏｎ，Ｖｏｌｕｍｅ　８，Ｎｏ．１０　ｉｎ　Ｏｃｔｏｂｅｒ　１９７９
　　（非特許文献４）　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ　ｆ
ｏｒ　ｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｉｎｇ　ＰＣＴ　Ｐａｔｅｎｔ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　
Ｎｏ．ＰＣＴ／ＵＳ２０１３／０３７７８３　ｄａｔｅｄ　Ｏｃｔｏｂｅｒ　７，２０１
３
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